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「生活環境」の因子 「地域の人間関係」の因子 「自分らしい生き方」の因子

私は幸福である地域の人々は
幸せである

地域の生活に
満足しているウェルビーイング・

インパクトの視点

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」
における市民の幸福度の向上

政策の視点

デジタルと人の
共創基盤の視点

デジタル基盤の整備 デジタル人材の育成・確保

周りの人も楽し
い気持ちでいる

子育てしやすい街づくり 豊かな生活と自己実現が可能になる地域の関係性を強化する

スマートシティ推進組織の運営

• データ連携基盤
• マイナンバーカード
• オープンデータ
• 光ファイバ、5G、LPWA 等
• オンライン化やキャッシュレス化の推進

• 浜松市デジタル・スマートシティ官民連携PF
• 各分野の官民連携組織
• （モビリティ、CN、ウエルネス等）

• 小・中学生を対象としたプログラミング教室
• 企業等のDX人材の育成
• 庁内のDX人材の育成
• スマホ講座の開催

移動・交通 子育て デジタル
生活

多様性
と

寛容性
地域との
つながり 健康状態 文化・芸術雇用・所得

好きな時に
好きなところへ行ける

子育て支援・補助
が手厚い

仕事や日常生活の場で
デジタルサービスを利用しやすい

町内にはどんな人の
意見でも受け入れる
雰囲気がある

地域活動への市民参加
が盛んである

魅力的な
仕事がある

身体的・精神的に
健康な状態である

将来生まれてくる
世代のために

良い環境や文化を残したい

統合マップ チームC
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【文化・芸術】
「将来生まれてくる世代のために
良い環境や文化を残したい」

こども 社会人 文化・芸術活動関係者

係わる団体
等がある

本人の能力を
伸ばす環境がある

係わる団体
等がある

余暇活動確保
への取り組み

人的資源の
確保

活動場所の
確保

文化・芸術活動に
関わりたい

仕事や子育てが忙しく
文化・芸術活動に関わる

時間がない

係わりを持つ人を
増やし、活動を
維持・発展させたい

ペルソナ・ロジックツリー

【主テーマ】
文化・芸術活動へのきっかけ

【主テーマ】
余暇活動の確保・充実

【主テーマ】
持続と継承

チームC
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【文化・芸術】将来生まれてくる世代のために良い環境や文化を残したい
【ペルソナ】 こども

• 文化・芸術活動に関わりたいが、文化・芸術に関する情報が
友人や親のネットワーク内に限られる

• コミュニティへの入り方やアプローチを増やしたい
• 本人の能力を伸ばす環境が十分に整っていない

現

状

• 子どもの頃から自分のやりたい文化・芸術を選択し学
べる環境があり、キャリア形成できる仕組みや方法が
ある

将
来
像

• 【金】市の一般財源、
補助金、ふるさと納税、
クラファン、富裕層による
寄付

• 講座メニューから学び
たい講座が見つかる
▸KPI 学習満足度

• 官民施設での文化・
芸術講座・教室開設
▸KPI 開設講座数

• 市民の幸福度の向上
（幸福度のスコア）

• ペルソナの幸福度の向上
主観現在54.31→55
客観現在46.55→55

• 【人】浜松学芸高校、
静岡文化芸術大学
等の指導・育成者

• 専門性の高い教育が
受けられる制度がある
▸KPI 目標達成度

• 高等教育カリキュラム
の創設
▸KPI カリキュラム・授業数

• 市民の生活満足度の向上
（生活満足度のスコア）

• ペルソナの生活満足度の向
上
主観現在54.31→55
客観現在46.55→55

• トップレベルまで能力を
伸ばせる人材育成
▸KPI 国際コンクールでの
浜松出身の受賞者数

• 【金・情報】市の一般財
源、富裕層による寄付、
インターネット、民間企業
の協力

• 活動や情報等につい
ての相談対応
▸KPI 相談解決率

• 活動方法等の相談窓口
設置及び情報提供
(SNS等)
▸KPI 相談件数

• いつでもどこでも活動
方法や情報に困らな
い環境がある

• 【金】市の一般財源、
補助金、ふるさと納税、
クラファン、富裕層による
寄付

• トップアーティストを
• 鑑賞できる機会がある
▸KPI 鑑賞満足度

• 一流文化人・芸術家
招へいイベントの開催
▸KPI イベント開催回数

• 文化芸術能力向上
意欲が高まった

• キャリア形成支援

インプット 中間アウトプットアクティビティ 総合インパクト最終アウトプット

チームC

• 大人も含め、だれもが
学びたいものを学べる
環境がある
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【浜松市 幸福度指標システム】

【属性データ】

 性別
 年齢層
 居住地区
 居住年数
 家族構成
 職業
 その他属性

【ウェルビーイングデータ】

 主観データ
• ファーストレイヤー
• セカンドレイヤー

 客観データ
• ファーストレイヤー
• セカンドレイヤー

【分析枠組み・指標】

 階層型＋α
• ロジックツリー
※幸福実感の構造
の可視化

• ロジックモデル
• 相関分析
• レーダーチャート
• 回帰分析
• 主観×客観
• 因子分析

【分析結果】

 自治体全体
• 幸福度
• 生活満足度

 セグメント・ペルソナ別
• 幸福度
• 生活満足度

X X ⇒

チームC
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【浜松市 幸福度指標システム】

【人材育成】
 庁内研修
・ 中堅職員・若手職員向け
（OASIS）
（アーカイブ等活用）
 自治体間連携
・ OASISコミュニティ形成
（相互の学びあい）

 官民研修
・ セミナー

【報告・モニタリング】
 市民向けダッシュボード
※Decidimを活用

 推進本部会議（庁内）

 官民連携PF 運営委員会

 自治体間連携【再掲】
・ OASISコミュニティ形成
（事例やノウハウ共有）

【市民参加】
 ワークショップ
・ 官民ワークショップ
※Decidimも活用

 デジスママンス

 ウェルビーイング・アワード

【イメージ図： ウェルビーイング指標活用プロセス】

X X

チームC
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【市独自の客観指標として追加すべきもの】

 文化・芸術を学べる施設数
 文化・芸術に関わる就業者割合
 文化・芸術に関する開催イベント数

【市独自の質問項目として追加すべきもの】

 「文化・芸術を鑑賞できる機会は十分にあるか」
 「文化・芸術活動の専門性を高められる教育環
境は十分にあるか」

 「音楽の都・浜松という認識はあるか」

【浜松市 幸福度指標システム】（浜松市独自の質問項目や客観指標として追加すべきもの） チームC
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アペンディックス

【アペンディックス資料】
 エグゼクティブサマリー
 地域幸福度（Well-Being）指標 ダッシュボード 浜松市の特徴

チームC
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エグゼクティブサマリー（1枚目）

【浜松市が市民のウェルビーイング向上の観点から目指すべき都市像】
 『市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」』における市民の幸福度の向上
自己実現できるための社会を市民協働で創造し、その環境を皆で次世代へ引き継ぎ、向上させていくことで
市民の幸福感向上につなげる

 ３つの政策テーマ
「生活環境」：移動の不便さをデジタル活用などで軽減し、一層子育てしやすいまちに
「地域の人間関係」：地域のつながりは大切にしつつ、多様性と寛容性をプラスし人間関係を強化
「自分らしい生き方」：心身の健康と経済的な安定の上で、豊かな生活と自己実現が可能になる

 目指す都市像 ⇒ 市民が自ら・自由に・地域の中で・学びの環境を選択できる都市

【選択した８つの政策領域について】
 SOより：「多様性と寛容性」、「地域とのつながり」、「雇用・所得」 の３つを選択
WOより: 「子育て」、「健康状態」、 「移動・交通」、「デジタル生活」の4つを選択
WTより:「文化・芸術」を選択（評価の数値は低めだが、指標の数も少な目。伸ばしやすいと判断）

 地域のつながりは幸福度向上に重要な要素。ただ、つながりの中で知りえない部分については、情報不足から
学びたいこと（例：文化や芸術）を選択できない可能性があるため、デジタルで多様性や寛容性を補う。
また、他のボトルネック要因として、交通条件、所得、健康などが考えられることからチョイス。

統合マップ

統合マップ

チームC
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エグゼクティブサマリー（2枚目）
【想定したペルソナの説明】
 ペルソナの１つとして文化芸術活動に取り組む「こども（小・中学校くらいまで）」を設定。
次世代の担い手＝こども自身が幸福・生活満足を実感できる社会であることが重要。

 「未来へ輝く創造都市」としていくためには、次世代が自己実現できる社会として、文化や芸術活動など、やりたいこと
がやれる環境や文化がある必要がある。

 そのためには、地域の中で「関わる団体等がある」、「本人の能力を伸ばす環境がある」ことに関連する因子が大切。
【ロジックモデルの説明】
 目指すべきゴールは、体験格差を生じさせず地域において「身になる（能力を伸ばせる）」、「文化・芸術活動があ
り、牽引する人がいる」、「自分で行きたいところ（学び）が選べる」こと。

 高レベルで学べる教室等の充実＋周知強化 ⇒ 利用者を増やし、実績も可視化 ⇒ 好循環を生む
人：学びに対する学芸高校や文芸大の協力（育成カリキュラム創設）
物：官民施設等学べる「場」を増やす
金：補助金、ふるさと納税、クラファン等様々な手段で確保
情報：地域のつながりに加え、相談窓口の設置やSNSの活用でコミュニティへ入るハードルを下げる

【 浜松市幸福度指標システムの説明】
 「鑑賞機会」や「専門性を高められる教育機関」が十分か、「音楽の都・浜松」の認識を追加アンケートで確認。
客観指標には「文化・芸術を学べる施設数」「文化・芸術に就業者割合」「開催イベント数」を追加。

 分析枠組み・指標にはロジックツリー等を活用、文化芸術をはじめ８つの視点に関係した指標の相関などを確認。

ペルソナ・ロジックツリー

ロジックモデル

浜松市幸福度指標システム

チームC 全ての分析結果を踏まえ、浜松市として構築すべき幸福度指標シス
テムについて説明する。「セカンドレイヤーに追加すべきアンケート項
目と客観KPI」、及び「活用すべき分析枠組みと手法等」を説明す
る。
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添付資料（ダッシュボード）

【総合】全体

チームC



【因子別】全体



【主観詳細】全体




